










比較的高解像度であること、実体視が可能なこと、1960 ～ 70 年代のやや古い時代の地表を撮
影していること、他の衛星画像に比べ安価であることという優れた利点がある。
　現在では、CORONA 偵察衛星写真は、地球科学分野をはじめ多くの分野で活用されている。
例えば、2001 年にインド西部グジャラート州のでブジ大地震（Malik et al. 2001）や、2005 年に
カシュミール地方でのパキスタン大地震（Kumahara and Nakata 2006）の起震断層の発見や、中
国タリム盆地・トルファン盆地の活断層（渡邊ほか 2006）、チベット南西部のカラコラム断層
（Murphy et al. 2006）の変位地形の認定にあたり、CORONA 偵察衛星写真が用いられた。また、
考古学の研究分野でも CORONA 偵察衛星写真が活用されており、シルクロード周辺（相馬
1999, 2000）やアルタイ山脈（Goossens et al. 2006）における遺跡の立地環境や地形条件を明らか
にしている。さらには、西・中部セネガルにおける最近 30 年間の土地利用変化を明らかにし
た研究（Tappan et al. 2000）も行われている。
　本報告の構成は、以下の通りである。次章で CORONA 偵察衛星写真の概要について述べ























　3 つのプロジェクトのうち、コロナプロジェクトは、アルゴン (KH-5) 、ランヤード (KH-6) 
プロジェクトと比較して、衛星写真の撮影数が最も多く、提供する情報の詳細さで最も主要な
ものと位置づけられる（小方 1998, 1999；小方ほか 1998）。コロナプロジェクトは、KH-1, KH-
2, KH-3, KH-4, KH-4A, KH-4B の 6 種の仕様がある。これら 6 種の仕様のうち、撮影枚数が多く、
研究において利用価値が高いと思われる実体視が可能な KH-4, KH-4A, KH-4B 衛星シリーズに





　これらの運用期間は、KH-4 が 1962 年 2 月から 1963 年 12 月、KH-4A が 1963 年 8 月から
1969 年 10 月、 KH-4B が 1967 年 9 月から 1972 年 5 月である。
　撮影が成功したミッションの数は、KH-4A が 49 と最も多く、KH-4 が 20、 KH-4B が 17 である。
これら 3 つの仕様によって撮影されたおよそ 80 万枚の写真は、公開された衛星写真全体のう
ちおよそ 93％を占めている。
　衛星の平均高度は、最も低い KH-4B が 81 マイル (130km)、KH-4 が 90 ～ 250 マイル (145 ～








　1 枚の写真が撮影する地上の範囲は、KH-4 が最大 26×360 マイル（42×579km）、KH-4A が
10.6×144 マイル（17×232km）、KH-4B が 8.6×117 マイル（14×188km）である。
　焦点面での解像度は、KH-4 が公称 1mm あたり 50 ～ 100 線、KH-4A が公称 1mm あたり 120
線、KH-4B が公称 1mm あたり 160 線とされる。地上での解像度は、KH-4 が 25 フィート（お
よそ 7.6m）、KH-4A が 9 フィート（およそ 3m）、KH-4B が 6 フィート（およそ 2m）とされる。
ただし、この分解能はもっともよい条件下での値と考えた方がよい。フィルム上での縮尺は、
KH-4 がおよそ 27 万 5 千分の 1 ～ 76 万分の 1、KH-4A がおよそ 30 万 5 千分の 1、KH-4B がお
よそ 24 万 7 千分の 1 となる。
　KH-4, KH-4A, KH-4Bでは前方視 (Forward)、後方視 (Afterward)の 2台のカメラを搭載しており、



























　購入時の画像解像度は 1209.523dpi であり、1 の作業により幅約 75cm、高さ 5.5cm 程度の画像
となっている。この画像を画像ファイルの容量を変更せず、300dpi に変更する。その結果、画





ッド線の間隔を 15.3cm にする。これにより、一枚の画像が 20 分割されることになる。次に、



















　本プロジェクトで購入した写真の範囲を、同じ Entity ID のものを便宜上一つのシリーズとし
て西から順に番号を付して、図 2 に示した。また、シリーズごとの諸元を表 2 にしめした。例





購入した写真の枚数は 854 枚。撮影範囲の面積はおよそ 150 万 km2 に達し、日本の約 4 倍の面
積に達する。17 シリーズの内、シリーズ 9、13、15 の写真が 1970 年代に撮影されたもので、
KH-4B の高解像度のものである。
5　CORONA 偵察衛星写真を用いた地形判読
　　図 3 は、写真は、1970 年 1 月 28 日に撮影されたシリーズ 15 の 1 枚であり、KH-4B タイ
プの高解像度のものである。撮影範囲は、チャンディーガル北西方約 90km 付近のシワーリク





絶たれている。また、少なくとも高度の異なる段丘面が 2 面（H, L 面）認められ、断層の累積
性が認められる。H 面の断層崖は上方に凸型の丸みを帯びた撓曲変形をしている。Google Earth
から高度差を調べると、H 面は沖積面から約 20m、L 面は 10m の比高差が推定される。以上の
ような変位地形の観察に基づくと、シワーリク丘陵を隆起させるような逆断層タイプの活断層
が想定される。なお、この地域のGoogle Earthの写真は比較的高解像度の写真が使用されており、
Google Earth 上でこの地域を鳥瞰的にみると、H 面の断層崖の高低差は認識できるが、L 面の




















図３ チャンディーガル北西の CORONA 衛星写真と断層判読
CORONA 偵察衛星写真の利用法とインド西部の予察的地形判読（熊原）
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全般に便宜を図っていただいた。群馬大学教育学部学生 小池史高君には CORONA 偵察衛星写
真の補正にご協力いただいた。記してお礼申し上げます。
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